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〇
〇
分
の
四
〇
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
当
該
一
〇
〇
分
の
四
〇
に
相
当
す
る

金
額
）
が
二
、〇
〇
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら
、
そ
の
超
え
る

金
額
の
一
〇
〇
分
の
四
〇
に
相
当
す
る
金
額
を

控
除
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
除

す
る
金
額
が
、
当
該
個
人
の
そ
の
年
分
の
所
得

税
の
額
の
一
〇
〇
分
の
二
五
に
相
当
す
る
金
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
金
額
は
、

当
該
一
〇
〇
分
の
二
五
に
相
当
す
る
金
額
を
限

度
と
す
る
。

]

個
人
が
支
出
し
た
特
定
寄
附
金
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
法
人
（
そ
の
運
営
組
織
及
び
事
業
活

動
が
適
正
で
あ
る
こ
と
並
び
に
市
民
か
ら
支
援

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
き
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の
に
限
る
。）に
対
す
る
も
の（
以
下「
税

額
控
除
対
象
寄
附
金
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
中
に
支
出
し
た
税
額
控
除
対
象
寄
附
金

の
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
、
当
該
個
人

の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
の
一
〇
〇
分
の

四
〇
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、

当
該
一
〇
〇
分
の
四
〇
に
相
当
す
る
金
額
）
が

二
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
年

分
の
所
得
税
の
額
か
ら
、
そ
の
超
え
る
金
額
の

一
〇
〇
分
の
四
〇
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
除
す
る
金

額
が
、
当
該
個
人
の
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
額

の
一
〇
〇
分
の
二
五
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
金
額
は
、
当
該
一

〇
〇
分
の
二
五
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す

る
。

イ

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

ロ

学
校
法
人
等

ハ

社
会
福
祉
法
人

ニ

更
生
保
護
法
人

sX

総
合
特
別
区
域
法
の
制
定
に
伴
い
、
特
定
新
規

中
小
会
社
が
発
行
し
た
株
式
を
取
得
し
た
場
合
の

課
税
の
特
例
の
適
用
対
象
と
な
る
株
式
の
範
囲

に
、
同
法
に
規
定
す
る
指
定
会
社
で
平
成
二
六
年

三
月
三
一
日
ま
で
に
同
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

受
け
た
も
の
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
株
式
で
当
該
指

定
の
日
か
ら
同
日
以
後
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
間
に
発
行
さ
れ
る
も
の
を
追
加
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
一
条
の
一
九
関
係
）

sY

既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
の
所
得
税

額
の
特
別
控
除
に
つ
い
て
、
適
用
対
象
と
な
る
地

域
の
要
件
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
耐
震
改

修
の
費
用
に
関
し
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
場

合
に
は
、
税
額
控
除
額
の
計
算
上
、
当
該
住
宅
耐

震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
補
助
金
等

の
額
を
控
除
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
一
条
の
一

九
の
二
関
係
）

sZ

既
存
住
宅
に
係
る
特
定
の
改
修
工
事
を
し
た
場

合
の
所
得
税
額
の
特
別
控
除
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
見
直
し
を
行
っ
た
上
、
そ
の
適
用
期
限
を
平

成
二
四
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
四
一
条
の
一
九
の
三
関
係
）

\

高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
に
係
る
税
額
控

除
額
の
上
限
額
（
改
正
前
二
〇
万
円
）
を
平
成

二
三
年
分
は
二
〇
万
円
、
平
成
二
四
年
分
は
一

五
万
円
と
す
る
。

]

一
般
断
熱
改
修
工
事
等
の
費
用
に
関
し
補
助

金
等
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
税
額
控
除

額
の
計
算
上
、
当
該
一
般
断
熱
改
修
工
事
等
に

要
し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
補
助
金
等
の
額
を

控
除
す
る
。

s[

電
子
証
明
書
を
有
す
る
個
人
の
電
子
情
報
処
理

組
織
に
よ
る
申
告
に
係
る
所
得
税
額
の
特
別
控
除

に
つ
い
て
、
税
額
控
除
額
（
改
正
前
五
、
〇
〇
〇

円
）
を
平
成
二
三
年
分
は
四
、
〇
〇
〇
円
、
平
成

二
四
年
分
は
三
、
〇
〇
〇
円
に
引
き
下
げ
た
上
、

そ
の
適
用
期
限
を
平
成
二
四
年
ま
で
延
長
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
四
一
条
の
一
九
の
五
関
係
）

s\

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
保
険
年
金
の
保
険
金

受
取
人
等
に
該
当
す
る
者
は
、
確
定
申
告
書
を
提

出
し
、
又
は
決
定
を
受
け
た
年
分
の
所
得
の
う
ち

に
当
該
保
険
年
金
に
係
る
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
又
は
決
定
に
係
る
課

税
標
準
等
又
は
税
額
等
が
過
大
で
あ
る
と
き
は
、

公
布
の
日
か
ら
一
年
間
、
税
務
署
長
に
対
し
、
更

正
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
四
一
条
の
二
〇
の
二
関
係
）

s]

調
書
又
は
報
告
書
（
以
下「
調
書
等
」と
い
う
。）

の
う
ち
、
当
該
調
書
等
の
提
出
期
限
の
属
す
る
年

の
前
々
年
の
一
月
一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で

の
間
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
調
書
等
の
枚
数
が

一
、
〇
〇
〇
以
上
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
調
書
等
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
事
項
を

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
又
は
光

デ
ィ
ス
ク
等
を
提
出
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
税
務
署
長
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
四
二
条
の
二
の
二
関
係
）

tT

故
意
の
申
告
書
不
提
出
に
よ
る
ほ
脱
犯
の
創
設

所
得
税
の
特
例
に
係
る
義
務
的
修
正
申
告
書
又

は
義
務
的
期
限
後
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
限
ま
で

に
提
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
所
得
税
を
免
れ
た
者

は
、
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
四
二
条
の
三
関
係
）

２

法
人
課
税

^

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
負
荷
低
減
推
進
設
備
等
を
取

得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
特
別
税
額
控
除
制

度
の
創
設

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
事
業
者
が
、
公
布
の

日
か
ら
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
負
荷
低
減
推
進
設
備
等
の
取
得

等
を
し
て
、
そ
の
取
得
等
の
日
か
ら
一
年
以
内
に

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
負
荷
低
減
推
進
設
備
等
の
取
得
価
額
の

一
〇
〇
分
の
三
〇
相
当
額
の
特
別
償
却
（
中
小
企

業
者
等
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
分
の
七
相
当
額
の

特
別
税
額
控
除
と
の
選
択
適
用
）
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
特
別
税
額
控
除
額
に
つ
い
て

は
当
期
の
税
額
の
一
〇
〇
分
の
二
〇
相
当
額
を
限

度
と
し
、
控
除
限
度
超
過
額
に
つ
い
て
は
一
年
間

の
繰
越
し
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
の

二
の
三
、
第
四
二
条
の
五
の
二
及
び
第
六
八
条
の

一
〇
の
二
関
係
）

_

国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
に
お
い
て
機
械
等
を

取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
又
は
特
別
税
額
控
除

制
度
の
創
設

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人
で
総
合
特
別
区

域
法
に
規
定
す
る
指
定
法
人
に
該
当
す
る
も
の

が
、
同
法
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
六
年
三
月
三

一
日
ま
で
の
間
に
、
同
法
に
規
定
す
る
国
際
戦
略

総
合
特
別
区
域
内
に
お
い
て
、
特
定
機
械
装
置
等

の
取
得
等
を
し
て
、
特
定
国
際
戦
略
事
業
の
用
に

供
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
定
機
械
装
置
等
の
取

得
価
額
の
一
〇
〇
分
の
五
〇
（
建
物
等
に
つ
い
て

は
、
一
〇
〇
分
の
二
五
）
相
当
額
の
特
別
償
却
と

一
〇
〇
分
の
一
五
（
建
物
等
に
つ
い
て
は
、
一
〇

〇
分
の
八
）
相
当
額
の
特
別
税
額
控
除
と
の
選
択

適
用
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
特
別
税

額
控
除
額
に
つ
い
て
は
当
期
の
法
人
税
額
の
一
〇

〇
分
の
二
〇
相
当
額
を
限
度
と
し
、
控
除
限
度
超

過
額
に
つ
い
て
は
一
年
間
の
繰
越
し
が
で
き
る
こ

と
と
し
た
。（
第
四
二
条
の
一
一
及
び
第
六
八
条
の

一
五
関
係
）

`

雇
用
者
の
数
が
増
加
し
た
場
合
の
特
別
税
額
控

除
制
度
の
創
設

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
事
業
者
で
当
期
及
び

前
期
に
お
い
て
離
職
者
が
い
な
い
こ
と
に
つ
き
証

明
が
さ
れ
た
も
の
が
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
す

る
各
事
業
年
度
の
う
ち
、
基
準
雇
用
者
数
が
五
人

以
上
（
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は
、二
人
以
上
）

及
び
基
準
雇
用
者
割
合
が
一
〇
〇
分
の
一
〇
以
上

で
あ
る
こ
と
に
つ
き
証
明
が
さ
れ
、
か
つ
、
給
与

等
支
給
額
が
比
較
給
与
等
支
給
額
以
上
で
あ
る
事

業
年
度
に
お
い
て
一
定
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
二
〇
万
円
に
基
準
雇
用
者
数
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
の
特
別
税
額
控
除
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
当
期
の
税
額
の
一
〇
〇
分
の

一
〇
（
中
小
企
業
者
等
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
分

の
二
〇
）
相
当
額
を
限
度
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
〇
条
の
六
、
第
四
二
条
の
一
二
及
び
第
六

八
条
の
一
五
の
二
関
係
）

a

公
害
防
止
用
設
備
の
特
別
償
却
制
度
に
つ
い

て
、
償
却
割
合
を
一
〇
〇
分
の
八
（
改
正
前
一
〇

〇
分
の
一
四
）
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
一
条
、第
四
三
条
及
び
第
六
八
条
の
一
六
関
係
）

b

船
舶
の
特
別
償
却
制
度
に
つ
い
て
、
経
営
の
合

理
化
に
著
し
く
資
す
る
外
航
船
舶
の
う
ち
日
本
船

舶
に
該
当
し
な
い
も
の
に
係
る
償
却
割
合
を
一
〇

〇
分
の
一
六
（
改
正
前
一
〇
〇
分
の
一
八
）
に
引

き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
、
第
四
三
条

及
び
第
六
八
条
の
一
六
関
係
）

c

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
文
化
学
術
研
究
地

区
に
お
け
る
文
化
学
術
研
究
施
設
の
特
別
償
却
制

度
に
つ
い
て
、
機
械
装
置
に
係
る
償
却
割
合
を
一

〇
〇
分
の
一
二
（
改
正
前
一
〇
〇
分
の
一
六
）に
、

建
物
等
に
係
る
償
却
割
合
を
一
〇
〇
分
の
六
（
改

正
前
一
〇
〇
分
の
八
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
た

上
、
そ
の
適
用
期
限
を
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
三
条
の
二
及

び
第
六
八
条
の
一
七
関
係
）
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